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４
月
24
日
㈭
萩
本
陣
に
於
い
て
、

刀
禰
会
頭
、
田
村
、
藤
井
両
副
会
頭

に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
平
成
26
年
度

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
二
つ
の
議
案
が
提
出

さ
れ
、
審
議
の
後
い
ず
れ
も
承
認
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
野
村
萩
市
長
を
は

じ
め
、
新
谷
、
田
中
両
県
議
他
、
多

く
の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席
を
い

た
だ
き
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
阿
武
会
長
が
今
年

度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
不
易
流
行
」
に

込
め
た
想
い
を
挨
拶
と
共
に
語
り
、

盛
大
な
通
常
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

〜　不  易  流  行　〜

No.339
萩商工会議所

青年部
広報委員会

青
年
部

コ
ー
ナ
ー

平成26年度　　事　業　計　画（案）

通
年
事
業

４

５

６

７

８

９

10

11

12

１

２

３

総務広報委員会 ウェルカム萩委員会 花燃ゆ委員会 未来創出委員会 経済人育成委員会 ふるさと夢プロジェクト萩委員会 皆で考えよう!委員会 会員増強委員会 その他事業
総会等諸会議及び卒
会式の開催。青年部
事務における事務局
との連携。踊車を使
っての広報活動、卒
会アルバム制作業務。
通常総会／会員名刺作成
会員手帳、名簿のHP上へのアップ
定例役員会（毎月10日前後）
全員協議会（毎月20日前後）
踊車339号発刊

我が故郷「萩」を
存分にPRし、再
度訪れたくなるよ
うにおもてなしを
する。

大河ドラマ「花燃ゆ」
による萩の経済効果を
検討し波及さすべく行
動する。また、これを
期に改めてふるさと萩
の歴史を学ぶ。

新たな産業の創出
及び会員による法
人の設立の検討。

地域力のアップを掲げ経済人
としてのスキル向上を目指し、
我ら若者が地域の問題点を把
握・共有化。地域が生き残っ
ていくための財料・情報を集
約、身につけ、発信していく。

郷土愛を持ち、地
域の活性化に努め
る。

青年経済人から見
た、萩市における
問 題 点 を 皆 で 検
討・抽出し、解決
策を考察する。

積極的な会員増強
及び会員相互の意
識向上。

新年度決起会 花燃ゆPR及び経済
効果波及活動（通年）

視察研修前勉強会

視察研修
（会津若松）

花燃ゆ
NHKへの協力

踊車340号発刊

踊車341号発刊

踊車342号発刊

踊車343号発刊

踊車344号発刊

踊車345号発刊

踊車347号発刊

踊車348号発刊

夏　ま　つ　り

第１回萩丸ごと
一本釣り（仮）

臨時総会
踊車346号発刊

卒会式／踊車349号発刊／卒会ア
ルバムの作成／踊車350号発刊

平
成
26
年
度
通
常
総
会

26年度はこのメンバーで頑張ります。宜しくお願い致します！！

槌屋さん、議長お疲れ様でした

４
月
12
日
㈯
、
新
南
陽
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
て
会
長
会
議
が
行
わ

れ
、
私
は
吹
上
副
会
長
と
担
当
者
会

議
「
県
連
Ｙ
Ｅ
Ｇ
サ
ミ
ッ
ト
Ｇ
14
」

に
参
加
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
各
単
会
の
組
織
図
、
メ

イ
ン
事
業
の
資
料
等
を
持
ち
寄
り
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
組
織
作
り
や

運
営
方
法
を
互
い
に
議
論
し
ま
し

た
。今

後
の
事
業
運
営
に
役
立
つ
有
意

義
な
会
議
に
な
り
ま
し
た
。

金
子
　
友
造

県
青
連

第
一
回
会
長
会
議

花燃ゆ
NHKへの協力

仮想法人の設立・経営
に関する報告及び提案

地域戦略会議
（年2～3回）

セミナー

セミナー

（公社）萩青年会
議所との親睦会

女性会との合同セ
ミナー

ぶ ち ジ ョ ー カ ー
PR活動（通年）
18日㈰県青連親睦ソフトボー
ル大会参加（主管 下関YEG）

各事業所による地域
還元プロジェクト
あなたの夢を叶えます

萩市における問題点
の検討・抽出（～9月）

HAGI産業フェス
タの開催

「野村市長と萩市の未
来を考える会」開催

12日㈯県青連第１回会
長会議（新南陽YEG）
会議所会員事業所対抗ソフト
ボール大会協力／24日㈯中国
ブロック会長会議（安来YEG）
28日㈯県青連第２回会長会
議及び会員大会（岩国YEG）

15日㈪県青連親睦ゴ
ルフ大会（山口YEG）
10日㈮・11日㈯中国ブ
ロック大会（安来YEG）
13日㈭～15日㈯全国会
長研修会（新発田YEG）
県青連第３回会長
会議

19日㈭～22日㈰日本YEG
全国大会（京都YEG）
県青連第４回会長
会議
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４
月
11
日
㈮
、
ミ
ド
リ
ヤ
に
て

今
年
度
最
初
の
事
業
で
あ
る
新
年

度
決
起
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　

阿
武
会
長
の
熱
の
こ
も
っ
た
挨

拶
で
始
ま
り
、
新
入
会
員
の
挨
拶
、

そ
し
て
今
年
度
新
た
に
発
足
し
ま

し
た
委
員
会
を
含
め
て
、
８
委
員

会
の
各
委
員
長
に
今
年
度
の
事
業

に
か
け
る
意
気
込
み
を
熱
く
語
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

若
干
寒
さ
の
残
る
夜
で
し
た
が
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
全
員

が
交
流
を
深
め
、
今
年
度
の
活
動

方
針
で
あ
り
ま
す
〜
不
易
流
行
〜

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
一
致
団

結
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
年
一
年
間
の
事
業
の
始
め
に

ふ
さ
わ
し
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た

事
業
に
な
り
ま
し
た
。

三
戸
　
諭

新
年
度
決
起
会

初
め
ま
し
て
。

こ
の
度
、
萩
商
工
会
議
所
青
年
部

に
入
会
し
ま
し
た
伊
澤
将
広
と
申
し

ま
す
。

青
年
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
分
か

ら
な
い
事
ば
か
り
で
す
が
、
自
分
が

生
ま
れ
育
っ
た
萩
市
を
盛
り
上
げ
る

為
に
自
分
に
で
き
る
事
を
ど
ん
ど
ん

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
度
、
青
年
部
に
入
会
さ
せ
て

頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
木
村
仁
と
申

し
ま
す
。

青
年
部
で
の
活
動
を
通
し
て
少
し

で
も
皆
様
の
お
役
に
立
つ
と
共
に
、

自
分
に
と
っ
て
も
沢
山
の
経
験
が
出

来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

新
入
会
員

介
紹

㈲第五良栄丸
伊澤　将広君

木村保険事務所
木村　仁君

こ
の
度
、
青
年
部
に
入
会
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
中
村
有

朋
と
申
し
ま
す
。
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

萩
反
射
炉
前
店
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
産
業
化
の
き
っ
か
け
と
な

っ
た
反
射
炉
を
築
造
し
た
、
か
つ
て

の
長
州
の
志
士
達
の
よ
う
に
、
青
年

部
の
一
員
と
し
て
、
萩
の
た
め
に
頑

張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

こ
の
度
入
会
し
ま
し
た
渡
邉
克�

�
充�

と
申
し
ま
す
。

仕
事
上
、
知
り
合
う
き
っ
か
け
が

な
い
方
も
多
い
為
、
青
年
部
の
活
動

を
通
じ
て
人
脈
形
成
や
情
報
交
換
を

は
か
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

将
来
を
担
う
皆
様
と
共
に
萩
の
発

展
に
寄
与
し
、
自
身
も
様
々
な
面
で

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

セブンイレブン 萩反射炉前店
中村　有朋君

萩山口信用金庫
渡邉　克充君

２
０
１
５
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
が
決
定
し
ま
し

た
ね
。
萩
市
を
舞
台
に
し
た
ド
ラ

マ
は
、
１
９
７
７
年
に
第
15
作
目

「
花�

神�
�

」
以
来
37
年
ぶ
り
と
い
う
事

で
、
大
変
期
待
の
か
か
る
所
だ
と

思
い
ま
す
。

例
年
、
日
銀
の
地
方
支
店
に
よ

っ
て
前
年
の
大
河
ド
ラ
マ
の
県
内

へ
の
経
済
波
及
効
果
が
発
表
さ
れ
、

そ
の
結
果
が
軒
並
み
１
０
０
億
円

以
上
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

て
も
、
地
方
に
も
た
ら
す
経
済
効

果
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
４
年
後
の
明
治
維
新

１
５
０
年
に
向
け
て
、
継
続
的
に

萩
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
！我

々
青
年
部
が
今
す
べ
き
こ
と

は
何
か
…

会
長
コ
ラ
ム

25年度・26年度ツーショット 今年度会長の想いを言葉にして伝えます
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不易流行…いつまでも変化しない本質的なものを忘れない中にも、新しく変化を
               重ねているものをも取り入れていくこと。松尾芭蕉の言葉。

今年度の主な活動内容
総会（年 2回）、産業フェスタ、夏まつり踊車繰り出し、セミナー、地域戦略会議等勉強会、
萩丸ごと一本釣り大会、地域還元プロジェクト、市政提言、視察研修等。

私たちと共に、萩市のことを考え、行動しませんか？

お問い合わせ
萩商工会議所青年部
会員増強委員長　井関　貴洋　090-2517-2962

事務局　藤田直哉
〒758-0047　萩市東田町 19 番地 4
TEL（0838）25-3333  FAX（0838）25-3436
E-Mail hagi-cci@haginet.ne.jp 
URL  http://www.haginet.ne.jp/users/hagi-cci/

　私たちの住む萩市は、私たち自身で考え、作り上げていく。萩商工会議所青年部はそれ
を実現するための場であり、また絶好の自己研鑽の場であります。

　平成 26 年度萩商工会議所青年部では、『不易流行』を合言葉に活動を行なっております。
　特に今年度は、例年以上に『地元・萩』に視点を置き、商売、産業、経済、市政、地域
貢献など様 な々観点から、青年経済人としての可能性を探るという新たな取り組みに挑戦していきます！！

ふ　 えき りゅう  こう

ふ えき りゅう こう


